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一古代 のスパル タの歴 史 の うち ,も っと も不 明な点 の多 い時期 は,紀 元前7世 紀 初頭 か ら

同6世 紀 の前 半に至 る期間 であ る。前8世 紀後 半に,メ ヅセ ニア(Messenia)の 征 服 が

行 なわ れた こ とは疑わ れ ていな いが,そ の後550B.C.頃 のテ ゲア(Tegea)征 服 まで の

間に,主 要 な事件 と して,メ ッセ ニアの再征 服(第 二 次 メ ヅセ ユア戦争)が 行 なわね た こ

と,諸 種 の内政 改革 が実施 され た らしき こと,テ ゲア攻略 を試 み なが ら失 敗 を くり返 して

い た こ とな どが伝 え られ るのみ で あ る。 この うち,第 二次 メ ヅセニ ア戦争 は テ ユル タイオ

ス(Tyrtaios)の 詩 の断 片(fr.5)に よ って明 らか では あ るが,そ の時期 は い まだ に確定

され得 な いの であ る。 しか し,筆 者が こ こで 重要 視 した いの は,前6世 紀 の半 ば に至 っ

て,よ うや く達 成 され た テ ゲア征 服 であ る。 この事件 は,た だ単に,ス パル タの テ ゲアに

対 す る軍事 的 な優 位 を意味す るのみ ではな い,と 思わ れ るか らであ る。本稿 では,550B.

C.以 前 の状 況 を考古 学的史 料 と乏 しい文献 とに よ って,で き うる限 り再 現せ しめつ つ,

このテ ゲ ア攻 略 とそ の成功 の意 義を 明 らか にせ ん とす る もので あ る。

前7世 紀 は ギ リシ ア史上 にお い て,き わ め て重 大 な時期 であ った。す なわ ち,各 地 に立
の

法者があ らわれ,立 法事業が行なわれ るのであ る。 この事業は,い うまでもな く,既 存の

慣習を法制化す るものが多いが,同 時に立法は民衆に対す る特権階級の政治的譲歩を伴な

う。 民会の権限が確定 され るの もこの時期である。 スパルタの場合,い わゆる 「大 レ ト

ラ」(Rhetra)の 制定が,前8世 紀の前 半か ら中葉にかけてであることは,す でに報告 し
(z)

たが,こ こで注意 しなけ加ば な らないのは,こ れに追加条項がつけ加え られた ことであ
しろ　

る。 「大 レ トラ」の本文 の解 釈 も報 告済 であ るので,再 説 しないが,そ の第 一 の眼 目は新部
ゴの

族 制度 の制定 スパル テ ィア タイ住 地 の再編成 で あ り,第 二 の眼 目は長老 会(Ge-

rusia)と 民会(Apella)と の法制 化 であ る。問題 の追加条 項 は,主 として,第 二 の眼 目

に 関連す る もので あ るが,本 稿 で は紙 数 の関係 で,こ の問題 に 関す る部分 を割愛 せ ざ るを
(SJ

得ない。そこで,以 下にその要点のみを記す。

民会の法制化によって,民 衆勢力の強化 され ることをおそれ るアルカゲタイ(王)と 長

老たちは長老会を整備 して,民 会に提案すべ き議案の予備的審議をす る(π ρoβo娠ε℃ω)

機関 と定めることに よってこれに対処 し,し か も民会には裁決権 のみを 与えた。 しかる

に,民 衆は 「大 レ トラ」で認め られていない と考え られる議案の審議権,反 対提案権を所

有す るが如 き行動を とったために,長 老会はそれを規制す ることを欲 した。それが追加条

項 の成立によって,実 現 したのである。 これは 「大 レ トラ」本文 の規定 の再確認であ り,

これによって,王 と長老 との妥協に よる貴族制が確固たるものとなったのである。その時

期は,ほ ぼ700B.C.頃 と推定 される。

..
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H

さぎに述べた如 く,前7世 紀はギ リシア各地に立法者が出現 し,立 法事業の行なわれた

時代であ るが,同 時にまた,こ の世紀(特 に前半)に は,武 具 と戦術の面で も,大 きな変

化があった,と しば しば指摘されている。すなわち,そ れ以前の武具 としては,首 か ら下

全身を被 う革製の楯 と青銅の穂先 のある槍がお もな ものであったが,前8世 紀以来,直 径
(c)

約1メ ー トルの青銅製の楯が採用 されは じめた。 この楯 と槍 と胸 甲とで武装 したのが,い

わゆる重装兵 である。 そ して,そ れ までの主 として 貴族を中心 とした 個人対個人の決戦

が,か な り,重 要性を もち,し たが って,し ば しばその存在が軽視 されていた軽装兵の集
ぐの

団が,新 しい武具の導入によって,次 第に重装兵へ と転換 し,軍 隊組織の中で,飛 躍的に
($)

重要 性 を増 し,個 人 的 な卓越 の意 義は,次 第 に失 われ てゆ く。重装 兵 フ ァラソ クス(pha-
(s)

lanx)が 全 ギ リシアに普 及 された のは,600B,C.よ り以前 とされ,ま た,約1世 紀間 の

うちに,広 く行 き渡 った もの と思 われ る。Lorimerは 重装兵 フ ァラ ソクスを暗示す る こ

の楯(把 手 つ きの 円楯,porpaxshield)の 採 用 は,コ リソ トス とアテナ ィが もっと も早

く,前7世 紀 の最初 期,ス パ ル タでは700-675B.C.で,ボ イオ テ ィアそ のほ か で も,ス
くユゆ

パルタとほぼ同時代か らであることを文献史料,考 古学的史料の両面か ら立証 している。

一国が新 しい武具 と戦術 を採用 した場合,他 国 も,対 抗上,同 じよ うな武具 ・戦術を取 り

入れるはずであ る。 したが って,ギ リシアの大部分の国家で,前7世 紀前半には,新 しい

武具 と戦術がと り入れ られはじめた,と 思われ る。 しか し,こ の重装兵 ファランクスは,

その性格上,多 くの人員を要する。先述 の如 く,か つて貴族の個人的武勇のかげにか くれ

て重要視 されなか った市民たちが,重 装兵 として登場 して くる。 この結果,市 民はみずか

らが国家の守護者たるの自信 と自覚を持ち,ひ いては,政 治上 の発言権を要求す るように
く　か

な るのであ る。 同時 に,こ の こ とが,前7世 紀 に 多 くの立法者 が 出現 して,民 衆へ の政 治

的譲 歩 を行 な った背 景であ る こ とは,い うまで もなか ろ う。

さて,以 上 の よ うな戦術 上 の変 化 が起 りつ つあ った前7世 紀 に,ス パ ル タは10年 以上 に

わた って行なわ れた 第二 次 メ ッセニア戦 争の ほかに も,あ るいは アル ゴス と対 戦 し,あ る

いは アル カデ ィア と対 戦 してい る。 この うち,ア ル ゴスに侵 入 してHysiai付 近 で敗 北を

喫 した の は669/8B.C.で あ る(PausaniasII.24.7)が,こ の当時,ア ル ゴスは フェイ
ゆ

ドンの配 下 にあ った,と 考 え られ る。Hysiaiの 敗 戦 の1年 後 に,フ ェイ ドソはペ ロポ ネ

ソス半 島を横 断 して,エ リスか らオ リュソ ピアを奪 い,自 身の主宰 の も とに,祭 典を催 し

てい る(HerodotosVI.127)。 か くして フェイ ドソはペ ロポ ネ ソスの大部分 を 自己 の圧 力

下 にお いた ので あ る。 この フェイ ドンの軍隊 が新 しい戦 術 を用 いてい たか否 かは 明 らか で

ないが,Andrewesは フェイ ドン治下 の アル ゴス軍 が,お そ ら く,新 ス タイル の軍 隊 の効
(13)

果 を発揮 した 最初 の例 であ ろ う,と 考 え てい る。 も っとも,こ の アル ゴス軍 に敗れ た スパ

ル タ軍 の構 成 も不 明で あ るが,す で に,形 の上 では,新 スタ イルを とっていた と思 わ れ
(ia)

る。

以上 のHysiaiの 敗戦 よ り も大 きな 意味 を持 って いた のが第 二次 メ ッセニ ア戦 争 で あ

る。 この戦争 は テ ユル タ イオス の時 代 であ るが,は っき りした年 代 は 明 らか でない。 パ ウ

サ ニ アス(IV.15.1)Y'よ る と,戦 争 の開 始 は23オ リンピ アー ドの第4年(685B.C.)と

な って い るが,こ の年 代 を,そ の ま ま,認 め てい る論 者 は少な い。 この戦争 の年 代に つい
ウ　

て は,前7世 紀 前半 とす るChrimesか ら610-582B.C.と い うおそ い年 代 を 与えて い る

__$g_
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Lenschauに 至 る までの問に,さ まざまな見解 が あ るが,前7世 紀 中葉 か ら末にか け て と

す るのが大部 分 で,ま た,Hysiaiの 敗戦 以前 とは っき り言 明 して い る ものは ない。Dick-

ins,Hammond,Huxleyな どはHysiaiの 敗 戦を契機 として,メ ッセ ニアが反乱 を起 し

た,と 推定 して い る。 この第 二次 メ ッセ ニア戦争 の時 期を決 定す る一 つ の手 がか りはテ ユ

ル タイオス の詩(fr.5)に あ る α8κμητα∂παア6ρωッ加 ε76ρωッπατ6ρε¢ とい う言 葉 で,テ オ

ポ ソポス王 か ら数 えて3代 目の時代 とい うこ とは推定 で き,そ れ が前7世 紀 中葉 よ りも古

い可 能性 の少 ない根 拠 とな る。 しか し,そ れ以 上に細 か い時期 を決定 す る こ とは不可 能 で

あ る。 い まひ とつ,パ ウサ ニアス の記 述 の中 で問題 とな るのは リア ノス(Rhianos)の い う

レオ テ ユキ デスに 関す る点 で あ る(IV.15.2)。 そ もそ も,第 二次 メ ッセ ニア戦 争 の時 代 の

王 に ついて の言及 は テユル タイ オスに な く,パ ウサ ニアスは さぎに引 いた テ ユル タ イオス

の詩か らアナ クサ ン ドロス(ア ギス家),ア ナ クシ ダモ ス(エ ウ リュポ ソ家)両 王 と推定

してい るのであ る。 しか も,戦 争 そ の もの の記 述 は メ ッセニ アの英雄 ア リス トメネス の物

語 を中心 とし,ス パル タ側 の王 ない し将 軍 の名 は現わ れな い。 しか るに,前3世 紀 の詩 人

リア ノスは,こ の戦 争の時 の スパル タ王 は レオテ ユキデ スだ,と い ってい る。 パ ウサ ニア

スの伝 え る王 名の中 で レオテ ユキ デス とい うのは,テ オ ポ ソポスか ら8代 目のデマ ラ トス

の次 に王位 に ついた エ ウ リュポ ソ家 の傍 系 の子孫 であ る(III,7.8)。 一方 へaド1・ スは,

この レオ テユキ デスの系譜 を た ど って,そ の4代 前(テ オ ポ ンポスか ら5代 目)に 同名 の

人物 を おい てい る(VIII.131)。 ヘ ロ ド トスは レオ テユキ デス2世(パ ウサ ニアスに も記

され てい る方)の 前 の7代 は スパ ル タの王 ではなか った,と 述 べ てい るが,エ ウ リュポ ン
が

家 の傍 系 として,こ の家系 が存在 した ことは疑 ない。 テ オポ ンポスか ら レオテ ユキ デス1

世(パ ウサ ニ アスに記述 の ない方)ま での間 に3名 の王 が あ り,ま た レオ テ ユキデ ス1世

と2世 との間に も3名 の王 があ る。 テオ ポ ソボスの没年 は推 定 の域を 出 ないが,前7世 紀

の初頭 と思 われ,一 方 レオ テ ユキデ ス2世 の即位 は 明 らか に491B.C.前 後 であ るか ら,

レオテ ユキ デス1世 の治 世は この両年 代 の中間 で,ほ ぼ前6世 紀 末か ら5世 紀初 期 にわた
ps)

る時代 を 中心 とす る年 代 であ る可能性 が濃 厚 であ る。 とす る と リア ノス が第二 次 メ ッセ ニ

ア戦争 の時 の王 とい うレオ テユキ デスは,こ の レオテ ユキ デス1世 では ないか,と い う疑

が生 ず るの は当然 であ る。 ヘ ロ ドトス(VIII.131)で は,一 応,王 では なか った とされ

てい るが,(一 般 に πλ加Twvδ ひ卿7伽 με祓Aε 〃7びκ∂δεα πρ砺 ωりκα7αλεκθ6ッτωッの部 分

の 冒頭 はπλ加 τ伽 どπ依 と校 訂 され て い る)こ れ も絶対 的 とはい い得 ない。 リア ノス のい

うレオ テユキ デスが上 述 の1世 であ るな らば,第 二 次 メ ヅセ ニア戦 争 の時期 はLenschau

の説 と近 い こ とにな る。 また,プ ル タル コス の伝 え るエパ メイ ノソダス の 「230年 後 に メ

ッセ ニアを 回復 した」 とい う言葉(PlutarchosMor.194B)も,第 二 次戦争 が600B.C.

頃 であ った こ とを暗示 す る,と 解 釈す る こと もで きる。

第 二次戦争 はパ ウサ ニアスに よれば685B.C.に な るが,Grundyの い う如 く,実 際 は
(zo)

そ れ よ り後 らし く思わ れ る。 しか し他方,リ ア ノスの述べ る レオ テ ユキデ スが ヘ ロ ドトス

に記 述 のあ る レオテ ユキデ ス1世 であ るか否 かを定 め る決め 手は ない。 また,エ パ メイ ノ

ンダス の言葉 か ら割 り出 され る600B.C.頃 も,そ の時 期が,い わ ゆ る第二 次 メ ヅセニ ア

戦争 の時 期 であ る とは限 らない。600B.C.頃 に,第 二次 戦争 とは別 個に,メ ヅセニ アで
ゆ

反 乱 また は戦 争(お そ ら くは小規模 な)が 生 じた 可能性 は十 分 あ る。

筆者 として は,メ ッセニ アの反 抗(第 二 次 メ ッセニ ア戦争)が 行 なわれ る可能 性 の強 い

一の は,ス パル タのHysiaiに おけ る敗 戦の後 間 もな い時 期 であ り,し た が ってDickies,

gp
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Huxley,Wade-Gery,Michellな どに賛 意を表 した い。 なお,ス トラボ ソ(VIII.362)

は アポ ロ ドロスを引 きなが ら,第 二 次 メ ッセニア戦争 の時,ア ル ゴス,エ リス,ピ サ,ア

ル カデ ィアが メ ヅセ ニア と同盟を 結ん で援助 した が,こ の時 のアル カデ ィア軍 を指揮 した

のは オル コメノスの王 ア リス トクラテス であ った,と 述 べ てい る。 この王 の孫 に当 るメ リ

サが コ リン トスの潜 主 のペ リア ソ ドロスの妻 とな ってい る(Paus.II.28.8)。 ペ リア ソ ド

ロスが潜主 につ い ていた年 代に つ いては,諸 説 が あ るが,キ ュプセ リダ イの潜 主政 は,ほ
　ウ

ぼ560-540B.C.に 終 る こ と で は 一 致 し て お り,し た が っ て,彼 の 治 世 は600-590B.C.
　ウ

前後 には じま った と見 られ る。 さす れば ア リス トクラテス の治世が650B.C.前 後を含 む

可能性 は 強い。 これはDickins,Huxley,Wade-Gery,Michellら の説 を補 強す る もの

で あ る。 戦争 が前7世 紀 中葉 以後 では ない,と す る見 解 は,ま た別 の面 か らも支持 され る

が,そ の点 に は,後 に触れ る。

第二 次 メ ヅセ ニア戦争に際 して,国 内 でそ の占領地 の分 配 をめ ぐって争が あ った,と い
(mil

われているが,こ れが事実であ るな らば,そ の争 は貴族に対す る民衆の不満が原因になっ

ているはずであ る。テユル タイオスの詩の中に,協 議は王 と長老 とによっては じめ られ,

その後で民衆がそれに応え ること,お よび,そ れがデル フォイのアポ ロソ神の命であるこ
(25}

とを示 した もの(fr.3)が ある。この詩が戦時中の作であるか否か,に わかに断定す るこ

とはで きないが,い ずれにせ よ,旧 来の秩序を守ることを勧告 した ものである。 とす ると,

この時代か ら民衆勢力が飛躍的に増大 した とは考え られないが,民 衆の力に頼 らざるを得

ない新 しいスタイルの軍隊が用い られは じめていたな らば,何 らかの政治的譲歩がな さる

べ きである。民衆の占領地への要求はこのよ うな時に生ず るものであ る。この時YT,若 干

の土地分配の手直 しがあ り,そ れを基礎にすべての市民がある一定量以上 の土地を有す る

よ うにな り,そ れに よって民衆 の不満をおさえたのではなかろ うか。 と共に,彼 らは生活

上の平等を 旨とし,そ れを強調す る意味で共 同食事(Phiditia,Syssitia)と い う古習を制

度化 した ものと思われ る。すべての市民が一定の場所に集 って,同 じものを食す るとい う

ことが,何 よ りも生活上での平等 とい う意識を人hに うえつける最良の方法である。 ここ

においてhomoioi(平 等者)と い う言葉が生れてきたのであろ う。 このhomoioiと い う

観念を うえつけるのに成功 したことは,こ の時期に社会的にあ る程度の安定が得 られたこ

とを示す。

また,考 古学 の教える ところに よると,前7世 紀後半に入 って以後,ス パルタに文化的
が

な繁栄が訪れたのである。同時に,地 中海全域にわた っての貿易活動がは じまる。スパル
(zr)

タ の 陶 器 が 海 外 へ 輸 出 さ れ は じ め た の は,黒 絵 式 の 導 入 の 直 後 で あ る 。 こ の 時 期 は,ほ

ぼ620B.C.で あ り,そ れ 以 後40年 間LaconiaIIと い わ れ る 様 式 が 続 く。 こ の 陶 器 は

Olympia,Samos,Delos,Rhodos,Ephesos,Naukratis,Tarentum,キ ュ レ ナ イ カ の
が

Tokra,エ トル リアのCaereな どか ら出土 してお り,ス パ ル タの陶器 の流布 情況 か ら,
　

そ の 交 易 圏 の 広 さ を 知 る の で あ る 。LaconiaIII様 式(5EO-550B.C.頃)も,さ ら に 幅
ゆ

広 く行 きわた り,こ の陶器類の輸出が前6世 紀前半のスパル タの経済的繁栄を確証するも
ゆ

のである,と いわね る。輸 出された陶器類は実用品のみではないが,特 に壷類は油,葡 萄
もオ

酒,香 油 そ の他 の輸 出品 の容器 と して,海 外へ 送 られた もの も多 い。一方,ス パル タ本土

か らも,明 らか に輸入 品 であ る象牙,瑳 珀 な どの製 品が 出土 してお り,Huxleyは アー ケ
　ヨ

イ ック時 代 のスパル タが厳 格 ・簡素 を 旨 とした とはい えない,と してい るが,そ の点 は い

さ さか疑 問 であ る。 また,Hammondは600B.C.以 前 の交易 の中 心地 として,コ リソ
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トス,ク レタ,ロ ドス と共 に ラ コニ アをあげ,そ れ らの土地 に は,同 時 に,も っ ともす ぐ
ゆ

れた壺が生産 される,と い ってい る。

このよ うな,い わゆる経 済的発展を背景 として,重 装兵を中心 とす る新 しいスタイルの

軍隊が完成 されたのではなか ろ うか。新戦術 の採用は,す でに,第 二次 メヅセニア戦争当
　

時 に もは じ まっていた,と 考 え られ るが,そ の軍 隊 を支 え る もの と して の経 済 的な 背景 は

必要 であ る。 こ こで注 目 しなけれ ばな らない のは,前7世 紀以 来,象 牙,ブ ロンズ,金 細
　リ

エ の 名匠 ・職 人が輩 出 し,彼 らの製 品 もしば しば輸 出 され て いる こ とで あ る。 この こと と

関 連 して,当 時,青 銅器 具製 作技 術が進 歩 した と思われ る。そ して,そ れ は,他 の 金属製

品 と共 に,よ り精 巧 な武 具 を よ り容易 に製作 し得 るよ うに な った こ とを暗示 し,い わ ゆ る

新 しいス タイル の軍隊 と戦術(重 装兵 フ ァラソ クス)を 完 成す る のに寄与 してい る と考 え

られ るっ

また,ス パル タには,他 国か ら多 くの詩人 や音 楽家 が移 り住 ん でい る。 詩人 と しては,

前7世 紀 前半 な い し中葉 のテ ユル タイオ ス,同 世紀 後半 の アル クマ ン(Alkman)が 特 に

有 名 であ るが,Huxleyは この両者 の詩 を比 較 し,そ の様 式 の相違,主 題 の相違 が前7世
㈱ ㈱

紀 中葉 の危機 か らスパル タが完全 に立 ち直 った ことを示 す,と 推 定 して い る。前6世 紀に

もス テシ コロス(Stesikhoros),テ オ グニス(Theognis)も ス パル タに住 んでい た よ う
　

であ る。音 楽 家 として は,前7世 紀 後半 に テルパ ソ ドロス(Terpandros)が あ る。 なお,

フル タル コスに よ ると,ス パ ル タでは,詩 と音楽 との教 育 が重要 視 され ていた,と い う

(1.yk.21)が,そ れは,こ の両 者が ともに軍隊 の志気 を鼓 舞す るのに役 立 ったた めで あ

ろ う。 も し,こ の プル タル コス の記述 が真 実 であ るな らば,詩 人や 音楽 家の移住 者が 多か

った こ とがそ の下地 を作 った こ とにな るか もしれ ない。

以 上 に述べ た文化 的 ・経済 的発 展 のため に,ス パル タの前7世 紀 後半か ら前6世 紀初 頭

にか け ての時 代は,全 般 的 に見 れ ば,繁 栄 と平和 の時代 であ り,大 きな戦争 が あ った とは

考 え られ な いの であ る。同時 に この時期 に こそ,い わ ゆ る リュ クル ゴス体制 が,徐 々に確

立 され てい った のでは なか ろ うか。 経済 的な繁 栄が,homoioiを 中心 とす る新 しい ス タイ

ル の軍隊 の完成 を助 勢 した であ ろ うこ とは先 に述べ たが,こ の よ うな軍 隊,す なわ ち,何

よ りも統一 の とれ た団体 行動 を必要 とす る軍 隊を維 持す るた めに は,次 代 をに な う者 に も

団体生 活 を強制 し,統 一的 な行 動 を と り得 る体 制 を作 り上 げ てお く必要 があ る。 したが っ

て,homoioiを 維 持 す るため に,若 者 の訓練(Agoge)が 不 可欠 であ った のであ る。そ の

意 味 でAgogeとPhiditiaは 表裏 をなす もの とい うこ とが で き,そ れ ゆえ に新 しい ス タ
ゆ

イルの軍隊の完成が リュクル ゴス体制 の完成を意味す る。

皿

前章 に おい て,前7世 紀 後半 に おけ るスパ ル タの発 展 を見た が,前6世 紀 に入 る と,ま

た戦争 が生 じてい る。 何 故 この時 期に 戦争 が起 った のであ ろ うか 。Huxleyは600B .C.

頃メ ヅセニアの反乱が決箱卵におさえ られたので,ス パルタ人の関心が アル カディアの方

に向 ったのだと述べている。筆者は・第二次メ ヅセニア戦争は前7世 紀中葉である蓋然性
るも

が 高 い,と 考 え てい るが,ス パ ル タはそれ まで,し ば しば アル ゴス と対戦 してお り,メ ッ

セ ニアの征服 が完 成 され れば,ア ル ゴス との抗争 が あ って然 るべ きであ る。そ れ はかつ て

のHysiaiの 敗 戦に対 す る雪 辱 とい う意味 を も持 つ ので あ る。 しか し,そ れ よ りもメ ヅセ

ニ アに 対す る支配 が確実 とな る と共 に,フ ェイ ドソに よ って確立 され たペ ロポ ネ ソスに お
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け るアル ゴスの覇権を奪 うことが考え られたであろ う。そ して同時にアル カディアを征す
　

る ことが覇 権 を握 るか ぎであ り,報 復 とい う意 味 を も含 み,ア ル カデ ィアの征 圧 を第一 に

考 えた こ とが予 想 され る。

スパル タが攻撃 を は じめ た のは アル カデ ィア南 東部 の テ ゲアであ った。 しか し,こ の テ

ゲア攻 略は容 易に は達成 され なか った。 ヘ ロ ド トス(1.65-67)に よ ると,レ オ ン とヘ ゲ

シ クレスが スパル タの王 であ った時 代 には,遂 に,こ れを征 圧す る ことが で きなか った。

た だ,ヘ ロ ドトス の伝 え る神託(後 述)が 下 された のは レオ ンとヘ ゲシ ラオ スの時 代で あ

るのか ど うか,は っき りしないが,神 託 を求 めた のは リュ クル ゴス以後 で,し か も,あ ま

り多 くの年 のへ だた りはなか った時 期 の如 くに読み とれ る。 ヘ ロ ドトスは リュ クル ゴスが

レオボ テス の摂 政 とな った,と い うこ とをス パル タで聞 いて い る(1.65)が,前6世 紀 の

中 頃に生 れた詩 人 シモ ニデ スぱ,リ ュ クル ゴスが ア ギス家 ではな く,エ ウ リュポ ン家 の 出

身 であ る こ とを認 めてい る(Plut.Lyk.1)か ら,当 時す でに 二つ の見方 が あ っ た よ うで
(u)

あ る。 パ ウサ ニアスに よる と,エ ウ リュポ ン家 の カ リロスの時 に,は じめ て スパル タ人 た

ちは テゲ アを攻 撃 したが,そ の時,ス パル タの侵入 軍 は敗 れ,カ リロス 自身 多 くの スパル

タ人 と共 に捕 え られ(Paus.VIII.48.4-5),彼 らは 足枷 をつ け られ たが,そ の足枷 が

AthenaAleaの 神 殿 に残 ってい た(VIII.47.2)と い う。 ヘ ロ ドトスの記 事に よる と,

アル カデ ィアを攻 略 せ ん と して,デ ル フォイの神託 を求 めた ところ,ア ル カデ ィアは与 え

な いが,テ ゲアを得 させ る,と の託 宣が得 られ た ので,足 枷 を持 って テ ゲアに軍を進 めた

が,戦 に敗 れ,捕 え られた ものは持参 した足 枷 をみず か らの足 につ け られ た。そ の足 枷 は

ヘ ロ ドトスの時 代に もAthenaAleaの 神殿 に保存 され て い る(1.67)と い う。 ヘ ロ ド

トス は このテ ゲ ア攻 撃 の失 敗が何 時 の時代 の こ とか 明示 して いな いが,パ ウサ ニアスの伝

え るカ リロスに よ るテ ゲア攻 撃失 敗 と同 じものであ る,と 思わ れ る。 この カ リロスは,伝

承 で は,テ オポ ソボ スの二代前 で,幼 時 はそ の叔 父に当 る リュ クル ゴス に補 佐 されて い

た 。

以上 の攻撃 失敗 を伝 え る物 語 は,ヘ ロ ド トスに して も,パ ウサ ニ アスに して も,テ ゲア
　

攻撃(と そ の失 敗)が リュ クル ゴス の時 代か ら間 もな くであ る ことを示 唆 してい る。要 す

るに,こ れ は,テ ゲア攻 撃 の積極 化 した のが,リ ュ クル ゴス体制 の確立 後 であ る こ とを暗

示 して い るのであ る。 この体制 は,前 章 で見 た如 く,600B.C.頃 に,よ うや く確 立 され

た よ うであ る。 その よ うに考 え ると,ア ル カデ ィア攻 略 に関す る神託 が求 め られ た のは

600B.C.以 後 で あ り,レ オ ソとヘ ゲシ ク レス との治世 の初 期(前6世 紀初 頭)で あ る可
　

能性が 強 い。 しか るに,パ ウサ ニアスに よ る と,ヘ ゲシ ク レス の治世 は,そ の前王 の アル

キ ダモス の治世 と共 に,平 和 であ った(III.7.6),と い う。 これ は テ ゲア と の敵 対関 係
(47)

が,い まだ 本格化 していな か った こ とを示 す もので あ る と同時 に,テ ゲ ア攻 略 が,特 に ア

ギ ス家 の諸王 に よって熱 心 に行なわ れ た こ とを暗示 してい る。 スパル タは アナ クサ ン ドリ

デ ス とア リス トン との治世 にい た って,テ ゲアを征 服 し得 た。 これ は,お そ ら く,ス パル

タの重 装兵 フ ァラ ンクスの成功 した最 初 の例 であ ろ う。 ア ナ クサ ソ ドリデス とア リス トン

の治世 は,ヘ ロ ドトスの記 事(1.65)か ら,リ ュデ ィアの ク ロイ ソス と同時代 であ る こ と

が知 られ る。 ク ロイ ソス の治世 は,ほ ぼ560-546B.C.で あ るが,彼 がス パル タ と同盟 を

結 ぶた めに使 者を 送 った 時 は,す でに スパル タは テ ゲアの征服 に成 功 して いた。 しか も,

クロイ ソスが スパ ル タ との 同盟を考 えた のは メデ ィアの アステ ユア ゲスが キ ュ ロスに敗 れ
が

た(ca.550B.C.)以 後 と 思 わ れ る 。 した が っ て,ス パ ル タ の テ ゲ ア 征 服 は550B.C.以
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前 であ る ことが推定 され るの であ る。 これ と,ほ ぼ 同時 代 の出来事 として,キ ロソ(Chi-

lon)な る人物 のエ フ ォ ロス就任 があ げ られ る。 キ ロソはヘ ロ ド トス(1.59)に よ る と,

アテナ イの借 主ペ イシス トラ トスの父 ヒポ クラテス と同時代 人 であ り,デ ィオ ゲネ ス ・ラ

エル テ ィウス(DiogenesLaertiusI.68-73)に よ る と,52オ リン ピ ア ー ドに,す でに

老年 に達 してお り,56オ リソピア ー ド(55E-553B.C.)の 紀年 の エ フォ ロス(ephoros

eponymos)で あ った,と い う。 彼 が この官職 を強 化 した こ とは,特 に エ フォ ロスが アナ

クサ ソ ドリデ スに一種 の重 婚を強 要 した とい うヘ ロ ドトス(V.39)の 伝 えか ら十分 考 え

られ る ところ であ る。 かつ て筆老 は,エ フォ ロスが最 初,王 に よる任 命制 で あ った の が,

後 に民選 とな り,そ の時期 は第 二次 メ ヅセ ニア戦争後 に存在 した と思 わ れ る改革 期 で,
にの

Phiditiaな どの制 度化 と共 に,民 衆へ の支配 階級 の譲 歩 の一環 な りと推 論 した が,エ フォ

ロス とい う法 の管理者 と考 え られ る官が民選 に な ったそ の意義 は重大 であ る。 エ フォ ロス

の民選 は,彼 らが文字 通 り市民 の代表 者 とな った ことを意 味す るが,xフ ォロスはそ のた

め に,市 民 の力を背 景 として,政 治 的発言権 を強め るこ とが で きる よ うにな った。 キ ロソ

が,も しエ フ ォ ロスの地位 を強化 したな らば,や は り,そ こには民 衆 の力 の増 大が 予想 さ

れ るの であ る。 そ の契 機 とな った もの こそ,テ ゲアの征 服 で あ る,と 考 え られ る。 さきに

述べ た通 り,600B.C.頃 までには,経 済 的繁栄 を背 景 に,homoioiた るスパル タ市民 が

すべ て重装 兵 とな り得 る よ うに な ってい るか ら,戦 勝 に対 す る民衆 の比重 は非 常 に大 き く

な って いる。 この民衆 の増 大 した力 が王 と貴 族 とに よって構成 され,民 会 に対 して予備 的

審 議 機関 としての役割 をは たす長 老会 に,民 意 を いさ さか 反映 させ るた め,エ フ ォ ロスを

恒常 的 に参加せ しめ,民 会 の召集権 を エ フォ ロス に移譲 せ しめた もの,と 思 われ るの であ

る。 少 な くとも,こ の時代 に エ フ ォ ロスの政 治上 の権限 が飛 躍的 に増大 したの であ り,キ

ロンの名が後 に まで伝 え られ てい るのは,彼 が紀年 のエ フ ォ ロスであ った年(556B.C.a)

が改 革 の年 であ った こ とを意 味す るの ではな か ったか,と 考 え られ るので あ る。

さて,ス パル タが アル カデ ィアを 自己 の勢 力下 にお くに あた って,攻 撃 目標 を テ ゲアに

限 った のは何故 か。 それ は,い うまで もな く,デ ル フ ォイの託宣 に よ るの であ るが,テ ゲ

アの 占め る地理 的条 件を 合わせ 考 え るべ きであ る。 す なわ ち この地 は スパ ル タか らアル ゴ
　

ス,コ リン トスへ 向 う主 要 な路に沿 った と ころに位 置 し,ア ル ゴス,コ リソ トス両 国 を牽

制す るため に,し たが って また,ペ ロポネ ソスに スパ ル タの覇権 を確立 す るた めに,是 非

と も,こ の地 を勢 力下に お く必 要が あ った のであ る。

ヘ ロ ド トス とパ ウサ ニ アスは共 に,テ ゲア征服 と関連 して,オ レス テス(Orestes)の

遺骨 を スパ ル タへ移 した こ とを伝 えて い る。 ヘ ロ ドトス(1.・)に よる と,ど うした ら

スパル タ人が テ ゲアを征服 で きるか,を デル フ ォイの神 にたず ね た時,神 託 は,ア ガメ ム

ノ ソの子 オ レス テスの遺骨 を スパル タに もた らす よ うに命 じた。そ れに も とつい て,ア ガ

トエル ゴスの一 人 リカス(Lichas)が この遺 骨 を さが しあて,こ れ を持 ち帰 り,そ れ 以後

は,常 にス パル タ側 が勝 利を お さめ るよ うに な った,と い う。 オ レステス は伝 説上,ヘ ラ

ク レイ ダイ の帰 還以 前 の ミュケ ナイ とスパル タの王 であ り,ペ ロプスの子 孫 であ る。 ペ ロ

プスはペ ロポネ ソスを征服 し,こ れ を支配 した といわれ て い る。 また,パ ウサ ニ アスに よ

る と,オ レス テス は アカイ ア人 の王 で あ り(VIII.5.1),ミ ュケナ イのほ か アル ゴス,ス

パル 、タの王位 を継 ぎ,ア ル カデ ィアの大部 分を 領有 し(II.1&5),そ の墓 は テゲ アの近 く

にあ った(VIII.54.4),と い う。

しか し,テ ゲアを攻略 す る場 合 には,テ ゲアを守 る 英雄 の遺 骨が 問題 とな る はず であ
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る。 しか もパ ウサ ニアス はそ の都 市建 設者 た るテ ゲア テスの墓 が テ ゲアにあ った,と い っ

て い る(VIII.48.6)。 しか るに,テ ゲ ア攻 略 に際 して,テ ゲアテス のではな く,オ レス テ

ス の遺 骨が 問題 にな るのは なぜか。 ヘ ロ ド トスが伝 え る リカス の発 見 した遺 骨 は,実 は,誰

の もので もよいので あ って,問 題 は彼 自身 がそ の場 所 と状況 を デル フォイの神託 に沿 うよ

うに解釈 して,そ れ を オ レステス の骨 と信 じ,ま た,他 の人 々に もそれ を信 じ こませ た のは

何 故か,と い うことであ る。 そ の場 合,骨 を持 ち去 られ た テ ゲアが 地理 的に は,ア ル カデ ィ

ア地方 の一部 で あ るこ とが きわ め て重大 であ る。伝 説 の上 では,ヘ ラ ク レイ ダイの帰還 の

際,ア ル カデ ィア王 キ ュプセ ロスはヘ ラク レイ ダイの一 人 ク レス フォ ンテ スに娘 を与 え る

ことに よって,そ の王 位を維 持 し,ア ル カデ ィアを危 険か ら救 った(Paus.VIII.5.6)と

いい,ア ル カデ ィア人 の国土 のみ はヘ ラク レイダイに犯 され なか った ことに な ってい る。

ところで,こ の伝説 は言 語学上 の研 究 の結果 と合致す る。 す なわ ち,前12世 紀 に は じま る

西 ギ リシ ア民族(西 方言 群)の 南下 はそれ までの ギ リシア の諸族 の居 住地 の上 に,大 きな

変 化を もた らした。 ペ ロポ ネ ソス半 島 に居 住 して いた東 ギ リシ ア民族(東 方言群)は 新来

の ドリス人 な ど西 ギ リシ ア民族(西 方言群)に よって征服 され たが,一 部 は エー ゲ海 を経

て小 アジ アに 移住 した。 この ドリス人 のペ ロポネ ソス侵入 が伝 説 の上 ではヘ ラク レイ ダイ

の帰 還 とい う形 で あ らわれ る。 しか し半 島中央部 の アル カデ ィアの方 言 のみは西 ギ リシ ア

民族 の もの と著 し く異 な り,こ の地方 のみ は新来 の民族 の侵 入 を受け なか った こ とが知 ら

れ る。そ の上,こ の アル カデ ィア方言 が は るか東 のキ ュプ ロス島 の方 言 と非常 に類似 点 が

多 い こ と,最 近 解読 され た ミュケナイ文字 で書 かれ た ギ リシア語(西 ギ リシア民 族侵 入以

前 の ギ リシア語)が アル カ デ ィア方言 と同 じ系統 の特 徴を示 す こ とか ら,ア ル カデ ィア人

こそ西 ギ リシ ア民族 侵入 以前 の東ギ リシ ア民族 の後喬 で,か つて は彼 らがペ ロポ ネ ソス半
(sQ)

島全 体に分 布 して いた(い わゆ る ミュケナイ人)こ とが証 明 され るので あ る。

したが って,ア ル カデ ィアのみは古 い伝 統 を維 持 して お り,そ の地 に ヘ ラ ク レイ ダイ帰

還以 前 の英 雄 であ るオ レス テスの遺骨 と信 じ られ る ものの存 在す る ことは当然 で もあ った

が,ス パ ル タ人 に とって は,き わめ て不都 合 であ った 。す なわ ち,そ の遺 骨 の存 在 に よ っ

て,ア ル カデ ィアがそ の子 孫た るの正 統性 を主張 す る可能性 が残 され,ヘ ラ ク レイ ダイ と

信ず るスパル タ人 のペ ロポ ネ ソス半 島にお け る覇権 の主張 に対す る障 害 とな る。 しか も,

当時 は,そ の よ うな英 雄 の埋 め られ てい る土 地 は,そ の英雄 に よって守 られて い る とい う

信仰 があ るが,同 時 に,そ の英雄 の遺 骨は,国 外 で死 ん だ場 合 はそ の故 地 に移 され る例が

見 られ る。 オ レス テスは,伝 承上,メ ネ ラオ スの女婿 で,ス パル タ王 の正統 の後 継者 で あ

り,そ の遺 骨が スパ ル タに移 され る理 由は存 した のであ る。 この遺骨 の スパル タへ の移葬

に よ って,オ レス テスは スパル タを守 る英雄 と見 な され,そ れ はスパ ル タ とテ ゲ ア との両

国民 に,何 らか の心理 的 な影響 を及 ぼ した はず であ る。そ して,オ レス テスの骨 が ドリス

人 の国家 であ るスパ ル タに移 った,と い う宣伝 は,ア ル カデ ィアの人 々に とって も,西 ギ

リシ ア民族 に服 した東 ギ リシ ア民 族 の後喬 に とって も,大 きな シ ・ックで あ った に違 いな

い。 しか し,そ れだけ で はない。 ス パル タが テゲ アを征 服す るに 当 って,テ ゲアテス の骨

で はな く,オ レス テスの骨 を求 めた のは,ほ か な らず,彼 らの 目標 が テ ゲアのみに あ るの

で はな く,全 アル カデ ィアへ の覇権 の拡 張 にあ ったた めで あ る。

一方 ,オ レステス の骨 の移 動 はスパ ル タのペ ロポ ネ ソス南 部 ・西 部 に対す る覇権 を背 景

としてい る面 もあ る。 いわ ば,ヘ ゲモ ニーの聖化 ともい うべ きものであ り,テ セ ウス の骨
　

とアテナイのエーゲ海圏に対する覇権 との関係 と揆を一にす る面がある。それが同時に,
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スパルタを中心 とする一種の同盟関係の成立を意味す るのである。その同盟を維持す るた

めにその遺骨 の存在が大 きな役割をはた し,ス パルタ人がかつてのオ レステスの後継者で

あると思わ しめること,し たがって,ペ ロポネ ソスの覇者 となるのが当然であることをペ

ロポネソスの人hに 納得 させ る根拠 ともな った。か くして,彼 らがオ レステスの子孫であ
(53}

る こと,す な わち,ア カ イア人 で あ るこ とを外 に対 して宣伝 しは じめ ると,オ レス テスの

子 テ ィサ メノスの墓 もス パル タになけ れば な らない。 そ こで,こ れ もまたHelikeか ら移

され たの であ る(Paus.VII.1.8)。 しか し,:オ レステ ス(お よび テ ィサ メ ノス)の 骨 の

意 義 は,更 に別 の点 に もあ った。 オ レス テスは,本 来,ミ ュケナ イ,ア ル ゴスの王 であ っ

たが,既 述 の如 く,姻 戚 関 係か らスパ ル タの王位 を兼 ねた。 しか るに,そ の遺骨 が スパル

タに移 され た こ とは,争 った場 合,ア ル ゴスは スパル タに敗 れ る ことを暗示 して い る。 ド

リス人 の侵 入以来,ア ル ゴス とスパル タの間 の対立 は古 くか らあ ったが,Hysiaiの 戦 の後

は アル ゴスが優 位 に立 った。 このペ ロポネ ソスに おけ る アル ゴス の覇権 を奪 うこ とが スパ
ゆ

ル タの最 終 目標 であ った,と 思 われ る。 そ の場 合,オ レス テスの骨 が スパル タに移 され た

ことの意 味 は きわ めて大 きい,と いわね ば な らな い。そ れは 暗黙 の うちに,ス パル タの覇

権 を アル ゴスに認 め させ る こ とを示 して い る。特 に,オ レス テス,テ ィサ メ ノスは共 に ア

ル ゴス とスパル タを支 配 してい るか ら,そ の オ レス テス の後継者 を もって任 じるスパル タ

が,当 然,ア ル ゴスを も支配 下 におか ねば な らぬ こ ととな る。 このよ うな意 味 で,オ レス

テスの遺骨 の宣伝 の裏 に は,対 アル ゴス政策 を読 み取 る こ とが で き るの であ る。

IV

以上 見た と ころか らいい 得 る ことは,ス パル タに よ るテ ゲア攻略 の成 功が,ス パル タ史

上,き わめ て大 きな意義 を持 っていた,と い うことであ る。 内政 に関 しては,こ れ を きっ

かけ として,一 般 民衆 の勢 力増大 と政 治的発 言権 の要求 がお こ り,こ れ がエ フォ ロス の権

限 の大 幅な拡 大 とい う結 果 を もた ら した。 この エ フォ ロス は,一 方 に おい ては民衆 の代弁

者 とな りが な ら,他 方 では長老(貴 族)と 結 んで王権 を制 限す る方 向に進 ん だ。す でに前

5世 紀 には,ス パル タ王 の保有 してい る権 限 は軍 事関 係,宗 教 関係 の ものに限 られ(Hdt .

VI.56'7),政 治上 の権 限 はい うに及 ぼず,裁 判権 も,一 部 を除 い て,そ の手 中に はなか

った・ 王 とエ フ ォRス との毎 月 の誓 の交換(Xen.Lak.Pol.XV.7)も,同 じ く王 を牽

制す る手段 で あ り,そ の起 源 は この前6世 紀 中葉に あ るの ではな いか と推 察 され るので あ

る。

また,軍 事面 では,い うまで もな く,重 装 兵 フ ァラソ クスの戦 法 の成 功 に よ って,自 信

を得た こ とが うか がわれ る。 と同時に,リ ュ クル ゴス体 制 の効果 が,よ うや く現わ れ は じ

め た,と 見 る こ とがで き る。

他 方,対 外的 に は,こ れ を きっか けに アカイ ア人 の故地 で あ るペ ロポネ ソス半 島の支配

者 として,オ レス テス の後 継者 であ る こ とを主 張 した。 しか し,よ り重要 な ことは,ス パ

ル タが ペ ロポ ネ ソス半 島 の覇権 を獲 得す る こ とに よ り,海 か ら陸 へ と,よ り多 くの関 心を
　

寄 せ ざ るを得 な くな った こ とで あ る。 先 に見た 如 く,11C.C.を 中心 と して,ス パル タ

の商品 は・か な り広 範 囲に行 きわた っていた が,550B.C.頃 か らの25年 間 に,大 部分 の
(ss)

取 引先を アテナ イに取 られた,と いわれ てい る。 この時期 は,ち ょ うど,ア テ ナイで アマ
　

シスの画家やエクセキアスが活躍 した時代であるが,輸 出 も盛に行なわれは じめてい る
。

スパルタ陶器の輸出が,は た してスパルタの船によって行なわれた否かは,に わかに断定
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できないが,以 上の事実はスパル タがペロポネ ソス半 島の内部に,よ り大 きな関心を持 っ

たためである,と 見 ることができる。いいかえれば,自 発的に,海 外に対する門戸を閉ざ

しは じめたのである。特に,陶 器においてLaconiaIV(550-525B.C.)が 衰えて以後,

壼はもっぱ ら国内での使用に供するためにのみ作 られた。

以上 のように,オ レステスの骨の獲得 とテゲア征服 とがスパルタの内政面に も外交面に

も,大 きな変化をひきお こさせたのであ る。そ して,リ ュクル ゴス体制の確立 と,こ の時

期の内政 ・外交両面にわたる変革を経 て後,ス パル タはその完成 された姿を とって,あ ら

われ るのであ る。内政面での特色である権力の強い特殊な監督官エ フォロスの存在,外 交

面での特色であるいわゆ る鎖国主義は,ま さに,こ の時期の変革 の結果,生 じたものにほ

かな らない。その変革 の契機 とな ったものこそ,テITア の軍事的征服であった ことを考え

る時,こ の事件の意義の大 きさの程を知るのである。 また,古 典期に他のポ リスか ら特異

なもの,と 見 られていたポ リス ・スパルタの諸特質は前6世 紀の中葉にな って,よ うや く

成立 した ことを も認めなければな らない。
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'1⑭A

rist・Po1・V・7・1306bに よ る と,人hが 土 地 の 再 分 配 を 求 め た こ と が テ ユ ル タ イ オ ス の 詩 「エ

'ウ ノ ミア 」 か ら知 ら れ る
。

」㈲ 一こ の 詩 全 体 の 解 釈 に つ い て は,問 題 と な る 点 も あ る が,こ こ に 記 し た こ と に つ い て は,ほ と ん ど

異 論 は な い 。

{2f)Chrimes,op.cit.,pp.305-6;Michell,op.cit.,pp.11-6;Huxley,op.cit.,pp.61-5.

{27)R.M.Cook,GreekPaintedPottery,1965,p.94.

_(28)-Cook,op.cit.,p.94.

.鋤 ラ コ ニ ア の 陶 器 に コ リ ソ トス の 影 響 の あ る こ と はE.A,Lane,LakonianVase・Painting.(BSA.

XXXIV,1933-34,PP.99-189)が しば し ば 言 及 し,Cook,oP.cit.,PP.96-9も ふ れ て い る 。 コ

.リ ン トス の 黒 絵 式 が550B.C.頃,突 然,衰 滅 す る と,ラ コ ニ ア の 黒 絵 式 も衰 退 し は じ め る 。

一¢①'C
ook,oP.cit.,P。98.

(31)-Huxley,op.cit.,p.64.

(32)Hammond,op,cit.,p.131.

(33)Huxley,op.cit.,p.63.
'

⑱のHammond,op.cit.,p.131。

㈲ 一新 し い 戦 術 の 採 用 は,さ き に 引 い たLorimerに よ っ て,前7世 紀 の 前 半 と 思 わ れ る 。(Tigers-

tedt,oP.Clt.,P.49な ど参 照)。

(36)Huxley,op.cit.,pp.63-5.

(37}第 二 次 メ ッ セ ニ ア 戦 争 。

(38>Huxley,op.citりpp.61-2.

(39)_-Huxley,op.cit.,p.64.

㈹ い わ ゆ る510choiの 編 成 は これ に 伴 な う軍 隊 の 新 編 成 で あ ろ う。

(41) .-Huxley,op.citりp。65.

⑫ パ ウ サ ニ ア ス に よ る と,ア ギ ス 家 の 所 伝 で は レ オ ボ テ ス,ア ル カ メ ネ ス の 治 世(III。2.3;2.7),

エ ウ リxボ ン家 で は プ リ ュ タ ニ ス,カ リ ロ ス,ニ カ ン ドRス,テ オ ポ ン ポ ス の 治 世(III.7.2-5),

に ア ル ゴ ス と の 対 戦 を 伝 え て い る 。

⑱ 前 章 の ア リス ト ク ラ テ ス に 関 す る 記 事 参 照 。

(44)エ ウ リ ュ ポ ソ 家 の 伝 承 で は リ ュ ク ル ゴ ス は カ リ ロ ス(ヘ ロ ド トス は カ リ ラ オ ス と 記 す)の 後 見 者

と し て あ らわ れ る(Plut.Lyk.3)。

㈲ ヘ ロ ド トス は リxク ル ゴ ス の 改 革 の の ち,間 も な く ス パ ル タ は テ デ ア を 攻 撃 し た と 思 わ れ る 書 き

ぶ 一りを し て い る 。(Hdt.1.66)。 パ ウ サ ニ ア ス は,リ ュ ク ル ゴ ス が ア ギ ス 家 の ア ゲ シ ラ オ ス の 時

代 に 改 革 を 行 な っ た,と 述 べ て い る が,ア ゲ シ ラ オ ス の 子 ア ル ケ ラ オ ス は カ リ ロ ス の 僚 王 で あ る

(III.2.4-5)。 な お,プ ル タ ル コ ス は エ ウ リ ュ ポ ン 家 の エ ウ ノ モ ス の 子 と し て リ ュ ク ル ゴ ス を あ げ,

し か も そ れ が 当 時 の 通 説 で あ っ た,と い っ て い る(Lyk.1)。 リ ュ ク ル ゴ ス の 異 母 兄 で 王 位 に あ っ

た ポ リ ュ デ ク テ ス の 子 が カ リ ロ ス で あ る 。 し た が っ て カ リ ロ ス の 治 世 は リ ュ ク ル ゴ ス の 改 革 の 直 後

と な る6

㈹ 一一一Paus.III.7.6に は ア ゲ シ ク レ ス と記 さ れ て い る が,明 ら か に 同 一 人 で あ る 。

㈲Hdt.1.68の 記 事 参 照 。

(4s)Hdt.1.46参 照 。
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(49)拙 稿 「ス パ ル タ の エ ポ ロイ」(r西 洋 史 学 』LVII,1963,PP.1-18)P.14・

(50)M.Cary,GeographicalBackgroudofGreekandRomanHistory,1949.pp.87&91.

(51)高 津 春 繁rギ リシ ア 文 法 』1960,p.3.

(52?W.W.How&J.Wells,CommentaryonHerodotus,vol.1,1928,p.90.

㈱Huxley,oP.cit.,P.69は そ の一 つ の 証 拠 と して 前6-5世 紀 の ス パ ル タ 王 ク レナ メネ ス(ア

ギ ス 家)が み ず か ら ド リス人 で は な く ア カ イ ア人 で あ る,と 述 べ た とい うHdt・V・72の 記 事 を あ

げ て い るが,こ れ は必 ず し もそ の証 拠 とは な ら ない 。 少 な くと も,ギ リシ ア 人 の 考 で は,「 ド リス

人 が ヘ ラ ク レイ ダ イ と共 に ペ ロポ ネ ンス を 占領 した 」(Thuk.1.12)の で あ り,そ の場 合,後 の 王

家 は,当 然 ヘ ラ ク レイ ダ イに 属 す る の で あ る。 ク レオ メネ ス が ア カ ィ ア人 と 自称 した の は,ア カ イ

ア 人 の 英雄 ヘ ラ ク レス の 子 孫(ヘ ラ ク レ イ ダ イ)と い う信 念 か ら と思 わ れ る。 しか し,こ の ヘ ロ ド

トス の記 事 は,当 時 の ギ リシ ア入 が,す で に スパ ル タ人 を す べ て ドリス人 と見 な し てい た こ とを 示

して お り,そ のた め に こそ,宣 伝 が 必 要 だ った ので あ る。

㈱546B.C.に ス パ ル タは ア ル ゴス 領 の テxレ ア を攻 め,こ れ を奪 い 取 って い る(Hdt.1.82)。

㈲Tigerstedt,op.cit.,p.66-7が550B.C.頃 を境 と し て,ス パ ル タの外 交 方 針 は 攻 撃 的 な もの

か ら防 衛 的 な も の に 変 った,と い って い るが,対 ペ ロポ ネ ソス 内 に 関 して は そ の通 りで あ る 。 これ

は ペ ロポ ネ ソス に 覇 権 を確 立 した た め に起 っ た 変 化 で あ る。

㈹Huxley,op.cit.,p.73.Huxleyは ス パ ル タの 海 外 貿 易 か らの 後 退 の原 因 の ひ とつ を海 軍 が

設 置 され,貿 易 港 が軍 港 とな った た め,と 推 定 して い る が,そ れ に は 従 い が た い 。 海 軍 の設 置 と貿

易 とは 利 害 の相 反 す る もの で は な く,互 に 相 補 な う関 係 に あ る。

(5i)Cook,oP.cit.,Pp.82-3.

(58)Cook,op.cit.,p.99.
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